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国際ロータリー第2540地区

ロータリー特別月間●4月 「環境月間」



　県内でも桜の開花が報じられました。花咲く季節を迎えロータリアンの皆様には益々意気軒昂の
ことと拝察いたします。春と言えば、厄介なのがスギ花粉症です。私も軽症ですが時々くしゃみと
はなみずチョロチョロとなります。そこで狂句をひとつ“くしゃみ、はなみず、春の喜び” 。恨んで
も呪っても、良いことにはなりません。それならいっそ、笑っちゃえです。花粉症には良い薬があ
ります。自分には効く薬が無いという方には、少し時間がかかりますが減感作療法が有効だよと、
耳鼻科のDrから聞きました。重症で困っている方は耳鼻科に相談してみて下さい。
３月には、15日にRLIパートⅢ、その夜にガバナーサポートミーティング、21日に北区IM、25日

は地区クラブサポートミーティング、28日は南区IMがありました。それぞれ担当された地区委員
会、ガバナー補佐、ホストクラブの皆様ありがとうございました。そしてお疲れ様でした。いずれ
も内容が豊かで、実りあるロータリーを学ぶ機会になったことと思います。
　地区クラブサポートミーティングは当初予定した３回を終了しました。RIからの指示で開催しま
したが、その狙いのひとつがクラブとガバナーの距離を縮めることにあると説明を受けました。そ
の狙い通りが得られたかは、私としては覚束ないのですが、地区ガバナーは地区のロータリアンの
ために使われる立場にあると思っています。このミーティングが、ガバナー、地区とクラブの距離
を縮め、一体感が強くなるための足がかりとなることを期待して、バトンタッチしたいと思いま
す。
　新しい試みとして、北区IMでは会員ではない８名の方が講演会に参加されました。ミーティン
グの内容によっては、ロータリアン以外の参加は受け入れられませんが、今回はロータリーを知っ
ていただくとても良い機会になったと思いました。　
４月は環境月間に指定されています。環境には気候、土地、水などの物理的、地理学的なもの

と、安心、居心地などの心理的な要素があります。ロータリーは全ての人が安全で安心な、喜びの
ある生活が送れる社会になることを奉仕の目的としています。一人ではできないことでも、仲間が
居ればできることをクラブで考え、例え小さな奉仕でも積み重なれば大きな成果（インパクト）に
なります[昨年の地区テーマでしたね]。実際に活動に参加できなくても、ロータリアンであるだけ
で参加できているのです。さらにロータリー財団に任意の寄付をする事で、立派な貢献者となれる
のです。
　残り２ヵ月と少しになりました。よいことのために、手を取り合う仲間として、奉仕活動に参加
する、もしくはロータリー財団にポケットマネーから、例え少額であっても寄付をすることで、世
界を変える行動人の一人となりましょう。
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　2026年２月14日（土）９時30分から秋田テルサにて、「RLIラーニング・セミナーPARTⅢ フ

ァシリテーター養成研修」を８名が参加して開催しました。

　RLIラーニング・セミナー PARTⅢは３月15日（日）に開催されるので、当日のスムーズな進行

を行なうべく研修しました。

　始めに、PARTⅡの進行についての反省点を確認し合い、PARTⅢ各セッションの担当者選任と

全セッションの模擬進行を行なって、改善点を意見交換しながらPARTⅢ当日に向けた各セッショ

ンの注意すべきポイントを確認しました。

　PARTⅢはコーチングだけでなくティーチングの割合が高いセッションが含まれていますが、受

講者の皆様から如何にして意見を出してもらうかを進行役として工夫しながら取り進めてまいりま

す。

RLIラーニング・セミナーPARTⅢ
ファシリテーター養成研修　報告書

RLI委員長　桑　原　　　透（秋田RC）
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　・そのまま社内や地域に活かせる内容だった。

　・自分の考え方を正すことができた。

　・今後のRLIへの期待が生まれた。

　・これまで私個人とクラブ内の勉強不足、認識違いがあったことが分かり、もっと異なる視座から取り

　　入れられる対象にできる地域内の活動があることを知ることができた。

　・地区の方 と々コミュニケーションをとることができてとてもよかった。

　・地区のコミュニケーションをとる場がもっとあってもよいと思う。

　・いろいろな意見が出ていたと思うので、これらを今後のロータリー活動に貴重な意見として活用し

　　たらよいと思う。

　・新入会員にPARTⅠを義務化してはどうか。

　・テキストの内容に加えて、他クラブの活動や運営を学ばせてもらった。

　・様々な考え方も教えてもらった。

　・ロータリアンに参加を勧めることについて、自分の所属するクラブ以外での活動がわかる場である

　　ことを伝えながら、ロータリーについて学ぶことができることを伝えたい。

　・ロータリアンにならなければ知ることもなかった機会、用意されているシステム、どうしたら良くなる

　　のか新たな気づき、クラブや地区出向とも違った多くの方との出会いがRLIにはある。

　９月のPARTⅠ、11月のPARTⅡに引き続き、３月15日（日） ９時20分から秋田テルサにてRLIラーニン

グ・セミナーPARTⅢを25名が参加して開催しました。

　12名のファシリテーターと共に、セッション１～６を各セッション50分間の６時限にわたって受講し、

無事全員がPARTⅢを修了出来ました。

　開会式では､桑山明久ガバナーの挨拶と、委員会から当日の流れの説明を行なった後で、５会場に分

かれて各セッションを受講し、各人が積極的に意見交換しながらロータリーについて考える機会を得た

ことに加え、他クラブの会員と良い交流が出来たと考えます。

　ご参加くださった皆様には丸一日の受講でお疲れのことと存じますが、充実して楽しかったとのお答

えをいただき、委員会として安堵した次第です。

　また、今年度までの当地区内受講者数は159名、卒業者数は82名となりました。

　しかしながら、受講者数は当地区内会員数の14％程度であり、まだまだ未受講者が多数いるのが現状

です。

　RLIを受講することで、今のロータリーを知るクラブ会員が増え、自分たちのクラブをより明るく楽しく

活性化しながら個性溢れる強いクラブづくりが出来ますし、会員研修事業を行なっていないクラブには

是非ともRLIラーニング・セミナーをご活用いただきたく、クラブ会長の皆様には多くのクラブ会員に

RLIラーニング・セミナーの受講をご推奨くださるよう、お力添えをお願いします。

　次年度も引続き開催しますので、多くの皆様の受講をお待ちしています。

【RLIラーニング・セミナーPARTⅢを受講した皆様からのご感想】

　・自分の知識が役に立った。

　・とても良い話し合いができた。

　・ファシリテーターからうまく意見を引き出してもらえてよかった。

　・この話し合いの内容を是非とも地区に吸い上げてほしい。

　・参加した皆さんの意見が聞けてよかった。

　・ロータリーだけでなく、会社でも使える知識を得ることができた。

　・国際奉仕のイメージが変わった。

　・途上国への援助を大がかりに実施することだけではないことを強調して身の丈に合った実践を積

　　み重ねることが大切だと思った。

　・知りたいことが知り得た。

　・自分のクラブ会員に多く受けてほしいと思った。

　・会社や仕事上でも活かされると思う。

RLIラーニング・セミナー  PARTⅢ  開催報告書
RLI委員長　桑　原　　　透（秋田RC）
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　東北5地区では毎年この時期にIBS（インバウンド学生）とOBS（アウトバウンド学生）のオリエンテー

ションを主目的として、スプリングキャンプを実施しております。

　本年は、2026年３月19日から21日まで岩手県花巻市にて2520地区青少年交換委員会主催で行われ

ました。

　東北各地区のIBS8名、OBS（派遣予定学生）６名、ROTEX16

名、ロータリアン35名が参加しました。講師を招いての特別講

演、グループセッション、文化交流、IBSによるスピーチコンテス

ト、OBSによる決意表明（英語と現地語で）など様々な企画を用

意していただきました。2540地区IBSのYama Njie（ヤマ・ジャ

イ）は来日以降急速に日本語力を上達させています。スピーチコ

ンテストにおいても堂 と々した表現力と日本語力を発揮し、厳正

なる審査の結果、優秀賞を頂きました。

　キャンプ内容について詳細は当日資料をご覧ください。

　2540地区からは土舘守ガバナーエレクト（大館RC）、青少年

交換委員長金子（秋田東RC）、IBSのYama Njie（ヤマ・ジャイ：

米国5650地区）（HC秋田北RC）、ROTEX松田光矢

（2022-23OBS・湯沢RC）、進藤雅姫（2023-24OBS・大曲RC）の５名で参加しました。

　次年度は2027年３月27-29日青森開催を予定しております。次次年度は秋田開催です。

　IBSヤマの帰国は６/26日に決定しました。またOBS鎌田乃歌の帰国は６/19日です。

　今後の地区行事としては、５月末に福岡で開催される、青少年交換日本大会に参加予定です。

　今後とも青少年交換をどうぞよろしくお願いします。

東北多地区合同スプリングキャンプin花巻  参加報告
2540地区青少年交換プログラム委員長　金　子　雄　司（秋田東RC）
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　拝啓　陽春の候　皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、この度下記のとおり「地区研修・協議会【DTA】」を開催致します。

　万障お繰り合わせの上ご出席下さいますよう何卒宜しくお願い申し上げます。　　　　　　　敬具

地区研修・協議会【ＤＴＡ】のご案内
ガバナーエレクト　土　舘　　　守（大館RC）
次期地区幹事　布袋屋　　　寛（大館RC）

日　　　　時 2026 年５月 23日（土）
10:30～　開会　（受付：９:30～）
11:05～　基調講演（職業奉仕と会員増強について）
12:05～　昼食・休憩
13:00～　分科会
16:30～　懇親会

会　　　　場 ルネッサンスガーデン プラザ杉の子
（大館市有浦１丁目７-55 　TEL：0186-49-3288）

内　　　　容 ① I メッセージ及び地区方針について
② 基調講演　第１地域ロータリー会員増強コーディネーター補佐　花田勝彦氏
③ 次期地区委員会　活動計画について

登　録　料 DTA登録料：4,000 円、懇親会：8,000 円　合計：12,000 円
※ご送金先は、別紙出欠登録用紙に記載してあります。

宿　　　　泊

申込について

宿泊先：ホテルルートイン大館駅南　
お部屋：シングル　禁煙8,800円（15ルーム）、シングル喫煙8,800円（５ルーム）
　　　　ツイン禁煙14,500円（３ルーム）をご用意しております。先着順となります
　　　　ことをご了承ください。

出 席 対 象 【地　区】 ガバナー、ガバナーエレクト、パストガバナー、ガバナーノミニー、
次期ガバナー補佐､次期地区委員長･委員､ガバナーエレクト事務所関
係者、HC・CoHC会長・幹事

【クラブ】 クラブ会長エレクト及び次期クラブ幹事、次期クラブ委員長・委員
クラブ行動計画推進リーダー、新会員（入会３年以内）、その他希望者

開　　催　　内　　容

別紙登録用紙にご記入の上、メール又はFAXにて４月27日（月）までクラブ毎
に出欠ご登録・ご入金をお願いいたします。
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拝啓

　新緑の候　貴クラブにおかれましては、ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。平素より地区運

営並びにロータリーの諸活動に対し、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、会員拡大増強につきましては、各クラブの皆様におかれまして日頃より多大なるご尽力を賜って

おりますこと、心より感謝申し上げます。現在、当2540地区の会員数は1,110名（3月末時点・ガバナー事

務所への報告およびMy ROTARYに基づく）となっております。ご承知のとおり、会員数が1,100名を下

回る場合、地区運営の在り方にも大きな影響が及び、他地区との合併を検討せざるを得ない状況となり

ます。

　このような状況を踏まえ、誠に恐縮ではございますが、各クラブにおかれましては、今一度、会員拡大

増強への取り組みをお進めいただきたくお願い申し上げます。潜在的な入会候補者への積極的なお声が

けや、例会へのご案内など、引き続きご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

　また、会員数の維持も極めて重要な課題です。現会員の皆様お一人おひとりが、ロータリークラブ会員

であることの意義と誇りを実感できるよう、日頃のコミュニケーションを一層大切にしていただきたく存

じます。

　加えて、各クラブにおける会員増強の成功事例や工夫された取り組みがございましたら、ぜひ地区ま

でご共有賜りますようお願い申し上げます。いただいた知見につきましては、地区全体で共有させていた

だき、今後の会員拡大増強の一助として活用してまいりたく存じます。

　なお、潜在会員へのお声がけに際し、販促物等が必要な場合には、ガバナー事務所までお気軽にご相

談ください。既存資料のご案内や、必要に応じた新規作成につきましても検討させていただきます。

　本年度も残すところわずかとなり、6月をもって年度末を迎えますが、例年6月末には一定数の退会者

が生じる傾向がございます。これを踏まえ、次年度へ円滑にバトンを引き継ぐためにも、少なくとも1,130

名の体制を目標としてご尽力いただきますよう、何卒お願い申し上げます。

　末筆ながら、貴クラブのますますのご発展と会員皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

会員拡大増強について改めてのお願い
2025-26年度ガバナー　桑　山　明　久
地区会員増強委員長　佐　藤　成　孝

地区成長戦略計画委員長　嶋　田　康　子
地区幹事　小　林　和　晴
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新 会 員 紹 介NEW MEMBER INTRODUCTION新 会 員 紹 介NEW MEMBER INTRODUCTION新 会 員 紹 介
湯沢南ロータリークラブ

入会月日
勤 務 先
役　　職

職業分類
紹 介 者
ひとこと

3月3日
東北電力株式会社秋田支店
支店部長
兼秋田県南営業所長
電気事業
佐渡　雅樹

畠　山　　　豊（はたけやま ゆたか）
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物　故　会　員

大館中央ロータリークラブ

逝去年月日　2026年3月12日
享　　　年　77歳
職 業 分 類　

入会年月日　

山　口　道　久（やまぐち みちひさ）

湯沢ロータリークラブ

逝去年月日　2026年4月9日
享　　　年　85歳
職 業 分 類　食品製造販売

入会年月日　2007年7月

佐　藤　君　蔵（さとう きみぞう）

心よりお悔やみ申し上げます
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   文庫通信 397 号： 国連（United Nations）とロータリー 

「創造の場に立ち会う（ロータリアン誌 3 月号より）」ロータリアン誌編集部/友：1995・4 月/5P 

「第 36 回国際大会議事録 抜粋「リチャード・ウェルズ会長報告より：国連会議」(RI 非公式 AI 参考訳)」 

  リチャード・ウェルズ/1945/R.I./4P 

「FROM HERE ON! ：（国連憲章の条文をロータリアン向けに解説した冊子）(RI 非公式 AI 参考訳)」1945/R.I. /126P
 

「ロータリーと国際連合」亀井昭伍/友：1966・3 月/2P 

「UN（国際連合）を如何に變えるべきか」討議 

  （カルロス P.カムロ ・ワン ワイタヤコン殿下 ・ウオレン R.オースチン ・レスターB.ビアソン/友：1995・3 月/2P 

「国連の新しい方向を探る ～デグヤル前国連事務総長とのインタビュー～（ロータリアン誌 3 月号より）」 

  ホルヘ・べライド/友：1995・5 月/R.I. /2P 

「Voices for PEACE 平和を求める声（THE ROTARIAN 2003 年 2 月号より）」 

  アンソニーG.グレン/友：2003・2 月/R.I./6P 

「国連事務総長がロータリーに感謝（付：国際大会議事録のご挨拶原文(RI 非公式 AI 参考訳)）」 

  潘基文/友：2009・8 月/convention proceeding/R.I./7P 

「国連でのロータリーデー」R.I.WEB サイト 

------------------------------------------------------------------------------------------------- 

                                   

                                

                           〒105-0013 東京都港区浜松町２丁目 7番 16 号 第 3 小森谷ビル別館 6 階 

33）6456、FAX：03（3459）7506 

ＰＤＦの閲覧には「ユーザー名」「パスワード」が必要です。ご不明の場合は、各事務所またはロータリー文庫にお問い合わせください。 

参考訳は RI 非公式であり、私的翻訳または AI 翻訳のため正確ではないこともございます。あくまで参考とし「公式英文書」ご理解の

一助としてご活用ください。 

HP 397 号 
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　小生がガバナー指名委員長の時、くしくも今回の淡路委員長が難儀されたこととあまりに

も相似性があり、当時を思い出します。選出にあたって本荘地区から選出ということになっ

ておりました。当初は村上PGのご協力も得ながらすすめておりました。内々何とか決まり

そうだということでした。ところが年が明けて4月に入りどうも雲行きが怪しくなってきた

との報告で慌てふためき、さてどうしようかということになりました。作左部パストガバナ

ーにもご相談しました。作左部PGのご意見では、今回は本荘東ロータリークラブから排出

してもらわなければ困るとのご意見でした。これまでの経緯から、どうしても排出をお願い

したいとのことでした。そこで本荘東RCにお願いに上がりました。何度もお願いに上がり

ましたが、クラブとしてはどうしても排出はできぬとのことでした。終いには、どうしても

排出というのであれば、当クラブはロータリーを全員脱退するとのことでした。秋田地区が

会員数も多いので秋田地区から出してほしいとの意見でした。今回の事例と大変相似してい

ると思い、他人事とは言えないように感じた次第でした。当初は、秋田地区の会長幹事会に

ご相談し当時の本荘東RCの会長さんにも、会議に出席していただき、ことの前進を図ろう

としました。結果としては、秋田RCの宮下先生にお願いして何とか解決できたということ

でした。その後、横手RCも遠藤PGの時に少数クラブではなかなか荷が重いので、会員数50

人以上のクラブから排出すべきだということで、選出順番を変えて秋田東、秋田北となった

次第でしたがその後は、その順番も以前に戻ったようです。今回横手RCにおいても随分難

儀されたと思いますが、どうにか排出していただきありがとうございます。選出基準として

は、個人ということですが、やはりクラブが基本になるので難しいということがあります。

2012-2013年度ガバナー　玉　木　　　修

地区ガバナー選出に思う
パストガバナーメッセージ

所属RC
花　　　輪
鷹　　　巣
十和田秋田
五　城　目
潟　　　上
秋　田　南
秋　田　西

合計発行数
2
2
3
3
4
3
1

所属RC
大　曲　南
大 曲 中 央
大 曲 仙 北
湯　　　沢
横　手　南
横　手　東

合計発行数
4
2
3
4
3
3

週報・会報クラブ発行状況
2月 （4/15現在）

●週報・会報を発行されましたら、ガバナー事
　務所までお知らせください。
●ＨＰに掲載するとともに、折につけてガバナ
　ー月信に抜粋して掲載させていただきます。
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District 2540

国際ロータリー第2540地区
2025-26年度  ガバナー

ガバナー事務所
〒015-0821  秋田県由利本荘市肴町15
料亭 一よし内
TEL 0184-74-9424  FAX 0184-74-9425
E-mail:rid2540g25.6@gmail.com

桑山　明久

大　　　館
花　　　輪
鷹　　　巣
大　館　北
十和田秋田
大　館　南
大 館 中 央
能　　　代
男　　　鹿
二　ツ　井
五　城　目
潟　　　上
男　鹿　北
山　　　本
能 代 白 神
秋　　　田
秋　田　東
秋　田　港
秋　田　北
秋　田　南
秋 田 中 央
秋　田　西
本　　　荘
矢　　　島
象　　　潟
本　荘　東
本　荘　南
大　　　曲
角　　　館
大　曲　南
大 曲 中 央
田　沢　湖
大 曲 仙 北
湯　　　沢
横　　　手
横　手　南
西 馬 音 内
湯　沢　南
稲　　　川
横　手　東

35
20
7
14
27
31
15
47
8
5
12
28
10
12
14
112
83
41
55
42
41
21
36
7
9
20
6
53
13
15
11
20
12
70
53
69
15
21
15
12

1,137

37
19
5
13
25
32
15
53
9
5
11
28
6
11
14
112
81
39
56
40
41
22
36
7
9
20
6
55
14
14
12
19
12
68
51
64
12
19
15
13

1,120

0
0
1
1

0

0
0
3
1
1
0
0
0
2

0
0
2

0

1
1
4

1
0
0
18

2
-1
-2
-1
-2
1
0
6
2
0
-1
0
-4
-1
0
0
-2
-2
1
-2
0
1
0
0
0
0
0
2
1
-1
1
-1
0
-2
-2
-5
-3
-2
0
1
-16

0
1
2
1

1

0
6
6
5
8
4
3
5
3

3
2
3

2

1
6
2
2
0

1
3
0
70合　　　計

大
館
・
鹿
角北

　
　
　
　
　区

中

　
　
　
　
　区

南

　
　
　
　
　区

能
代
・
男
鹿

秋

　
　
　田

本
荘
・
由
利

大
曲
・
仙
北

横
手
・
湯
沢

分区 クラブ名
会　　員　　数 増減

2025年
7月1日(A)

2026年
2月末(B)

うち
女性

うち
40歳未満

増減数
(B)-(A)

2026年2月会員数の増減

①　未提出のクラブ（黄色マーカー）はマイロータリー参照
②　40歳未満の会員数は未記入のクラブが多いため回答があったクラブのみの集計


